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渋谷区立 代々木 中学校長 駒 崎  彰 一 

 

より良い夏休みを！ 
 

明日から夏季の長期休業日になります。   

ここまで教育活動へのご理解・ご協力ありがとうございます 

  本日４校時に全校集会を実施しました。 全校集会でお話した内容の一部を掲載します。 
 

 ４月から皆さんと生活をしてきて確実に「成長しているなぁ」と感じています。 夏休みも成

長を止めずに！さらに成長してほしいという思いを込めて、夏休みを有意義に過ごす秘訣を

２つ。 
 

その① 生活リズムを崩さないこと！ 

 特に３年生、受験の「夏」。 これまでの生活リズムをそのままに生活していくことが何より

も良い夏休みを過ごす秘訣です！ 

 「夏休み 頭の中で チャイムを鳴らせ！」 

 生活リズムを崩さずにメリハリのある夏休みにしてください。 
 

その②  「目的」と「手段」を意識する！ 

  「目的」と「手段」ということを意識したことがあるでしょうか？ 社会人になると、この「目

的」と「手段」ということを明確に意識することできて、使い分けることができる人が「成功す

る」と言われています。 

 「夏休み宿題を提出する」 これは夏休みの「目的」ですか？ 「手段」ですか？  

「手段」と捉えると学びが深まります・・・なぜかというと・・・ 宿題を提出することが

「目的」になってしまうとどうなるのか？  

教科書を見て答えを写す・友達の答えを見せてもらう・間違ってもいいから適当に埋め

て提出なんてことになってしまいます。 

夏休みの宿題を理解を深める・良い作品をつくるという明確な「目的」を持っていれ

ば・・・ 仮に教科書を見たとしても自分の中で納得するまで考えるはずです。分からなけ

れば、自分で調べたり、先生や友達に「答え」ではなく「やり方」を聞いたり、目的をどこに置く

かで、同じ勉強のやり方でも、生活の仕方でも 大きな差が生まれてくることを知っておいて

ください。 

 「目的」と「手段」を意識するために 「夏休みの記録」として毎日の短い日記をタブレット

に入力していく課題が出ています・・・ 

そこに！ 単に「勉強をした」とか「部活動だった」とか「塾に行った」と書くのではなく 

「●●するために○○の勉強をした」とか 「○○のために部活動で●●をした」とか 「●●す

るために塾・遊びに行った」のように・・・ 

 「目的」と「手段」を記入してみてください。 

これを夏休み続けることができると相当な力がつくと思います。 

 

さらに成長した皆さんと８月３1 日に西原キャンパスで会うことができることを楽しみ

にしています！                 より良い夏休みを過ごしてください！ 


